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 今年度、研修主題を「技術・家庭科（技術分野）を中心とした、主体的な学びにつなげる教科横断的

で、発達段階に応じた指導方法の研究」として研修をおこなった。 

 その中で、教材･教具等に関する内容について述べる。 

 

１．電気回路による課題解決のための教材・教具 

（１）設計カードを活用した回路の設計 

 電気回路設計では、基本となる要素を組み合わせて回路を設計し、必要

とされる仕様に合わせて部品を選定していくのが一般的である。しかし、

これを学習教材で実現するために個別に部品を選定することは難しい。

そこで、回路の要素を機能ごとにユニット化し、組み合わせていくことで

回路設計を容易にすることを目指した(図 1)。 

 そこで、設計カード(図 2)と、カードの活用動画(図 3)を作成し、生徒

が主体的に回路設計に取り組めるようにした。 

 生徒はカードの名称「ＬＥＤ３個」や「明

るさセンサー」等の機能を組み合わせ、カ

ードを裏返すことで目的とする回路図の

原案ができあがる。 

 この設計カードにあるものは、全てブレ

ッドボードとトランジスタユニット（後

述）によって実現可能なものであるため、

生徒が課題解決のためのヒントにもなる。 

 なお、問題解決学習は「家庭内の問題をエネルギー変換の技術で解決しよう」

とし、家庭内で起こりうる問題をＬＥＤランプの回路を工夫することで解決す

ることを目標とした。 

 この学習で生徒が、解決のために設計した回路を図 5 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 ユニット化の考え方 

図 2 設計カードの例  

no ユニット化の考え方 

電源（+）へ 負荷へ

電源（－）へ

明るさセンサー

暗いとON

整流ダイオード

＋側 －側
電流が

一方通行

LED３個 ＋側

－側

LED

３個

明るさセンサー C

B

E

LED３個整流ダイオード

↑表面     裏面↓ 

図 3 カードの活用動画  

no ユニット化の考え方 

図 4 生徒の活用例  

no ユニット化の考え方 

○ＣｄＳ明るさ回路を組み込ん

で、暗くなったら自動点灯。 

○

○電池も長持ち 

○

○

○

 

図 5 生徒が見つけた課題と、解決のための回路図 
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（２）トランジスタユニットの活用 

 本実践では、生徒が試行錯誤しながら課題解決ができるようブレッド

ボードを基本とした。ブレッドボードは配線等のやり直しが容易である

反面、複雑な回路になるとジャンパー線による配線が込み合ってしまう

ことがある。そこで、トランジスタを含む回路を部品の差し替えだけで

製作できる「トランジスタユニット」を試作した。 

 このユニットのＩ･Ｂ･Ｅ列に、抵抗やＣｄＳ･電解コンデンサを配置

し、負荷をＣ端子･電源の－側をＥ⁻端子に差し込むことで、設計カード

にある「明るさセンサー」「タ

イマー(オフディレイ)」など

の機能を持たせることができる。 

 これらを使って生徒が主体的に課題解決で

きるよう、マニュアルも作成した。 

 

 

（３）試作用ショート警告ユニット 

 本実践ではブレッドボードを用いた回路製作を扱ったが、

ブレッドボードを使うことに不慣れな場合、配線時に回路が

ショートしてしまったり、気付かずに通電させてしまうトラ

ブルも多い。これを防ぐため、試作時のショートを音で警告

するユニットを製作した。このユニットは電池ボックスと負

荷の間に配置して使用する。 

 使用時、負荷側に適度な抵抗値がある場合には、ポリスイッチが導通状態にあるためこのユニット

は動作しない。負荷側でショートが発生し、抵抗値が極端に低くなった場合には、ポリスイッチが作

動して絶縁状態になりブザーが鳴る仕組みになっている。 

 この装置があることで、生徒が回路の不具合に気付き、安全の確保と自主的な活動が実現できた。 

 

２．３ＤＣＡＤによるモデリングとＣＡＥの視覚化教材 

 新学習指導要領では、ＣＡＤによる表示が一般化してきた社会情勢を鑑みて、

内容Ａでは製図方法に第三角法が取り上げられるとともに、課題解決場面でのＣ

ＡＤ及び３Ｄプリンタの活用などが例示された。実際の産業においても、従来の

構造理論に加えてＣＡＥを活用したトポロジー最適化やジェネレーティブデザイ

ンなど新しい形の設計が認知されている。また、これらを教材・教具として活用

するため、３Ｄモデリングについて研修を行った。 
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図 6 トランジスタユニット  

no ユニット化の考え方 

図 8 トランジスタユニットのマニュアル（一部）  

no ユニット化の考え方 

図 7 トランジスタユニット基板パターン 
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図 9 ショート警告ユニット 

no ユニット化の考え方 

図 10 警告ユニット回路図とパターン図 

no ユニット化の考え方 

図 11 ３Ｄモデリング例 

図 12 補強方法を変えた場合の応力解析 図 13 ペーパーブリッジのシミュレーション動画 図 14 3Ｄモデルから作製した製作図 
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